
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与板文化協会長 
小林 修 さん 

合併 10 周年に合同で開催

することができ、体育館ス

テージでの芸能発表会、

コミュニティセンターで

の作品展共に、多数の

方々からご来場いただ

き感謝申し上げます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与板いきいきフェスティバル 

実行委員長 丸山 信雄 さん 

内容が盛り沢山になり、多

くの皆様からご来場いただき

ました。おかげさまで、農

産物をはじめとした物産

販売も増えました。あり

がとうございました。 

「与板いきいきフェスティバル」 ＆ 「与板地域⽂化祭」 

多彩な催しが楽しめた「与板いきいき文化フェスティバル」。芸能発表や
地域内外からの出店で、大勢の人で賑わいました。（11 月 1 日） 
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多
く
の
人
か
ら
与
板
の
秋
を
満
喫
し
て
も
ら
お

う
と
、
二
つ
の
恒
例
行
事
を
組
み
合
わ
せ
た
「
与

板
い
き
い
き
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

「お
も
し
ろ
釣
り
ぼ
り
」や
「ち
ん
こ
ろ
づ
く
り
」

な
ど
、
家
族
、
親
子
で
楽
し
め
る
催
し
が
行
わ
れ

た
体
育
館
で
は
、｢

芸
能
発
表
会｣

も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
合
併
10
周
年
記
念
と
し
て
和
島
地
域

か
ら
参
加
し
た
「
チ
ー
ム
良
寛
」
に
よ
る
「
ス
コ
ッ
プ

三
味
線
」
で
開
演
。
各
団
体
や
個
人
が
、
詩
吟
や

民
謡
、
ダ
ン
ス
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果

を
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

特
設
会
場
の
駐
車
場
で
は
、
開
始
早
々
か
ら

地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
特
産
品
を
買
い
求
め

る
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
も
ち
の
振
る
舞
い
や
キ

ノ
コ
汁
の
販
売
に
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
絵
画
や
写
真
、
絵

手
紙
な
ど
10
団
体
や
個
人
か
ら
の
作
品
が
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
ま
た
、
陶
芸
づ
く
り
に
取

り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
あ
り
、
思
い
思
い
に

「
芸
術
の
秋
」を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

多
彩
な
催
し
で
、
「食
」と
「文
化
」を
一
度
に
体

感
で
き
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
全
体
で
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
２
，
５
０
０

人
も
の
来
場
者
で
活
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
楽
山
苑
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」「
与
板
十
五
夜
ま
つ

り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者 

（
敬
称
略)

 

楽
山
苑
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
【
与
板
観
光
協
会
主
催 

応
募
数
28
点
】 

最
優
秀
賞
＝
「
夢
想
う
楽
山
亭
の
華
」
野
俣 

昇
（
上

越
市
）
優
秀
賞
＝
「
楽
し
み
」
谷
内
田 

浩
一
（
長
岡

市
）
特
別
賞
＝
坂
田 

芳
男
・
村
山 

正
巳
・
諸
橋 

義

美
・
岩
下 

匡
史
・
石
黒 

敏
正
・
荻
原 

健
太
郎 

与
板
十
五
夜
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
【
与
板
十
五

夜
ま
つ
り
連
絡
協
議
会
主
催 

応
募
数
24
点
】 

最
優
秀
賞
＝
「
与
板
の
熱
い
夜
」
大
渓 

和
身
（
新
潟

市
）
優
秀
賞
＝
「
団
結
！
」
広
川 

信
俊
（
長
岡
市
）

特
別
賞
＝
「
龍 

ね
り
歩
く
」
高
橋 

達
雄
（
魚
沼
市
） 

 

【与板十五夜まつりフォトコンテスト】 

最優秀賞 「与板の熱い夜」 

日ごろ生涯学習として活動している団体や個人の力作の展示や新鮮な地元産野菜の即売、陶芸体験など、多彩
な催しを楽しむ来場者。（陶芸体験コーナーの作品は「志保の里荘」で焼かれ、12月中旬に引き渡されます。） 
 

楽山苑フォトコンテスト 

最優秀賞 

 「夢想う楽山亭の華」 
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北越銀行与板支店内に、与板地域で 5

作目となる吉田直治さん作のシャッターアー

トが完成しました。銀行が地域貢献の一環とし

て吉田さんに依頼したもので、谷内田支店長は、

「絵を見た人が、いつでも十五夜まつりを思い

起こしてもらえれば」と話していました。 

この絵を通じて、与板の宝の発信が期待され

ます。（11 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジュニアチャレンジよいた（JUICY(ジューシ

ー)）と和島少年教室が、与板体育館で防災を

テーマとした交流会を実施しました。赤十字奉

仕団与板分団の指導による災害用炊飯袋の使

い方や地震直後の救出に有効なジャッキの使

い方など、10 種類の防災体験を通して、協力

することの大切さを学びました。（10月 18日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 32 回たちばな健康マラソン大会が開催さ

れました。心配された天気もスタート時間には

雨は上がり、マラソン日和となりました。参加

された 134 名のランナーは、沿道からの声援を

受け、見事全員が完走しました。（11 月 3 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

爽やかな秋晴れの下､60 人が参加して､｢第 3

回町内看板めぐり｣が開催されました｡ 

「蔦都」の地名の由来とされる開拓で功績

を残した盲目の僧侶「蔦都坊」の話しや、光

源寺（馬越）に伝わる「幽霊の袈裟」の説明

を受け、参加者は興味深そうに聞き入ってい

ました｡(10 月 18 日) 

志保の里荘大広間を会場に「地域のお茶の間

スペースかたこん」ミニ運動会が開催されました。

赤組、白組に分かれ、じゃんけん大会やゲートボ

ールゲーム等、白熱した勝負に応援合戦にも熱が

入りました。会場いっぱいにたくさんの笑顔と歓声

が響きました。（5 月 25 日） 

家族や仲間と疾走 

アートで与板の宝をＰＲ 

ぶらり歩いて新発見 

いて新発見 

児童交流 防災体験通して 

５作目の 
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江戸時代、与板の豪商がたしなんでいた「香道」

を復活・継承しようと、「優香の会」主催による「お

香の会」が開催されました。 

「与板の香文化」について、香道研究家の中尾

和子さんの講演の後、三種類の香木の香りの違

いを、心静かに聞き分けていました。 初めて体験

する方も多く、分かりやすい説明で「お香」を楽し

み、優雅な一時を過ごしました。（11月 8日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年で 26 回を迎える村のかじや主催の「鉄

と火のカーニバル ふいごまつり」が金山神社

（都野神社境内）で開催されました。安全と繁

栄を祈願する古式鍛錬儀式が厳粛に行われ、観

客は神妙な面持ちで見入っていました。 

（11月 8日） 

 

 

商工会青年部主催のハロウィンプロジェクトが、

昨年より多い 43店舗の協力を得て行われました。 

全国各地でにぎわいを見せており、与板の子

どもたちも負けじと、「魔女」や「お化け」など思い

思いの姿に仮装し、「トリック・オア・トリート」（お菓

子をくれないといたずらするよ）」と呼びかけ、盛り

上がっていました。（10月 31日） 

 

 

 

 

戦時中、疎開児童を受け入れた縁で交流して

いる葛飾区の堀切小学校へ与板の秋の香りを届

けようと、今年も与板小学校で「柿狩り」が行われ

ました。堀切与板会は、会員の高齢化で残念な

がら今年 9 月に解散しましたが、堀切との絆を大

切にしていきたいものです。（10月 6日） 

商店街が仮装通りに 香を“聞き”文化を継承 

実りの秋 230 個を収穫 伝統の技を披露 
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長
年
に
わ
た
る
地
域
へ
の
貢
献
に
感
謝
し
ま
す 

こ
の
秋
の
表
彰
受
賞
者 

○ 

     

【
経
済
産
業
大
臣
表
彰
】 

○
統
計
調
査
員
功
労 

羽
入 

康
さ
ん
（
馬
場
丁
） 

羽
入
さ
ん
は
、
工
業
統
計
調
査
調

査
員
を
通
算
25
回
務
め
る
な
ど
、
地

域
の
統
計
調
査
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。 

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】 

○
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
功
績 

安
達 

茂
一
さ
ん
（
槙
原
） 

大
橋 

利
昭
さ
ん
（
倉
谷
） 

安
達
さ
ん
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

調
査
員
を
通
算
４
回
、
大
橋
さ
ん
は

同
調
査
員
を
５
回
務
め
た
ほ
か
、
国

勢
調
査
員
と
し
て
も
活
動
し
、
地
域

の
統
計
調
査
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

【
経
済
産
業
省
感
謝
状
】 

○
統
計
調
査
員
功
労 

山
﨑 

さ
ゆ
り
さ
ん
（
北
新
町
） 

山
﨑
さ
ん
は
、
工
業
統
計
調
査
員

を
6
回
、
経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
員
を

2
回
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
統
計
調

査
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

【
新
潟
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
長
表
彰
】 

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰 

高
橋 

仁
さ
ん
（
蔦
都
） 

三
浦 

和
子
さ
ん
（
原
） 

高
橋
さ
ん
、
三
浦
さ
ん
は
、
17
年

に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

務
め
、
地
域
の
社
会
福
祉
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 

【
長
岡
市
表
彰
】 

○
地
方
自
治
振
興
功
績 

山
口 

日
出
二
さ
ん
（
広
野
） 

 

通
算
14
年
に
わ
た
り
、
町
内
会
長

を
務
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
、

地
域
営
農
活
動
に
大
き
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。 

○
ス
ポ
ー
ツ
功
労 

平
原 

啓
子
さ
ん
（
安
永
） 

平
成
2
年
に
与
板
町
体
育
指
導
委

員
に
任
命
さ
れ
、
以
来
25
年
に
わ
た

り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
社

会
教
育
行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

○
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞 

・
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
活
動 

「
水
道
町
よ
ら
ん
会
」 

平
成
14
年
か
ら
身
近
な
地
域
の

お
茶
の
間
と
し
て
、
高
齢
者
へ
の

集
い
の
場
を
提
供
し
、
介
護
予
防

や
閉
じ
こ
も
り
の
予
防
活
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。 

・
登
山
の
普
及
・
環
境
整
備
活
動 

「
与
板
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」 

昭
和
42
年
か
ら
住
民
参
加
の
登
山

を
企
画
運
営
し
登
山
の
普
及
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
自
然
歩
道
の
整
備

や
維
持
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
。 

大橋 利昭さん 安達 茂一さん 

こ
の
秋
の
表
彰
受
賞
者
・
団
体 
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与板地域の人口（H27.11.1 現在）※（ ）前月比 

世帯数 人口 男 女 

２,221世帯
（±0） 

6,646 人 
（―10） 

3,270 人 
（－7） 

3,376 人 
（－3） 

※外国人世帯・人口を含む 

 

 

暮
ら
し 

 

要
援
護
世
帯
に
雪
下
ろ
し(

除

雪)

費
用
を
助
成 

対
象
世
帯
＝
高
齢
者
・
母
子
・
障
害

者
世
帯
な
ど
で
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
世
帯 

①
自
力
で
の
除
雪
が
困
難 

②
市
民
税
が
均
等
割
の
み
課
税
又
は

非
課
税
者
の
み
で
構
成 

③
親
族
か
ら
労
力
又
は
経
済
的
な
援

助
が
受
け
ら
れ
な
い 

助
成
金
額
＝
（
一
般
的
な
屋
根
の
場

合
）
一
回
に
つ
き
1
万
４
，
９
０
０

円
ま
で
・
一
冬
３
回
ま
で 

申
請
期
限
＝

12

月

15
日(

火) 

【
申
・
問
】
居
住
町

内
担
当
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員 

 

暮
ら
し 

 

う
ま
み
ち
森
林
公
園
は 

雪
解
け
ま
で
お
休
み
し
ま
す 

う
ま
み
ち
森
林
公
園
は
冬
季
休
園

し
ま
す
。 

今
年
度
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
度
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

休
園
期
間
＝
平
成
27
年
11
月
21
日

か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で 

【
問
】
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係 

 

☎
72
・
３
２
０
１ 

 

募 

集 
 

平
成
28
年
度 

た
ち
ば
な
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
会
に
つ
い
て 

遊
び
を
通
じ
て
児
童
を
健

全
に
育
成
す
る
た
め
「
た
ち

ば
な
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
書
等
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
た
ち
ば
な
児
童
ク
ラ
ブ
（
与

板
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
ま

た
は
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
る

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
定
員
を
上
回
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
低
学
年
を
優
先
し
、

児
童
・
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
入
会

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。 

対
象
＝
放
課
後
帰
宅
し
て
も
保
護
者

等
（
祖
父
母
等
を
含
む
）
が
就
労
な

ど
に
よ
り
不
在
の
小
学
生 

定
員
＝
お
お
む
ね
60
人 

申
請
期
間
＝
平
成
28
年
1
月
18
日

（
月
）
～
29
日
（
金
） 

【
問
】
地
域
振
興
課
教
育
支
援
係 

☎
72
・
３
１
０
２ 

 

暮
ら
し 

 

国
勢
調
査
へ
の
ご
回
答 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

皆
さ
ん
か
ら
回
答
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
厳
重
な
管
理
の
下
、
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
指
導
員
（
支
所

職
員
）
が
現
在
審
査
中
で
す
。 

回
答
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
か
ら
電
話
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
の
日

本
の
人
口
、
世
帯
数
は
来
年
2
月
頃

に
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

【
問
】
地
域
振
興
課
地
域
振
興
・ 

防
災
係
☎
72
・
３
１
０
１ 

 

暮
ら
し 

 

「
無
料
法
律
相
談
会
」
の 

お
知
ら
せ 

商
工
会
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
個

別
の
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
※
秘
密
厳
守
） 

相

談

は

予
約
制
で

す
。
お
気
軽

に
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

日
時
＝
平
成
27
年
12
月
16
日
（
水
） 

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
12
時
（
1
件

30
分
程
度
） 

会
場
＝
与
板
町
商
工
会 

【
問
】
与
板
町
商
工
会 

☎
72
・
２
３
０
３ 

 

暮
ら
し 

 

空
き
家
の
所
有
者
は 

適
正
な
管
理
を 

管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
建
物

は
、
地
域
住
民
等
へ
被
害
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。 

倒
壊
等
を
防

止
す
る
た
め
、

屋
根
の
雪
下
ろ

し
を
行
う
等
の

管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。 

空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

人
の
物
件
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。 

空
き
家
の
活
用
を
お
考
え
の
所
有

者
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
住
宅
施
設
課
住
宅
政
策
係 

☎
39
・
２
２
６
５ 

地
域
振
興
課
地
域
振
興･

防
災
係 

☎
72
・
３
１
０
１ 

 



７ 与板板支所だより 平成 27年 11月号  

■ 1１月の納期限は 1１月３０日（月） 

下水道事業受益者負担金３期 ・ 国民健康保険料５期 

後期高齢者医療保険料８期 ・ 介護保険料８期 

市
役
所
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
電
話
で

．
．
．
照
会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
手
続
き
・
制
度
○ 

町
内
会
な
ど
の
除
雪
機
燃
料
費

を
補
助 

冬
期
間
（
12
月
～
3
月
）
に
、
町
内

会
な
ど
の
共
助
組
織
が
利
用
す
る
除
雪

機
の
燃
料
費
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。 

対
象
団
体
＝
町
内
会
、
自
主
防

災
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど 

対
象
事
業
＝
集
会
所
な

ど
の
公
共

的
な
敷
地
、

通
学
路
、

生
活
道
路
、
地
域
の
危
険
箇
所
な
ど

（
個
人
敷
地
は
対
象
外
）
で
、
対
象

団
体
が
除
雪
機
を
利
用
し
て
行
う
除

雪
作
業 

対
象
除
雪
機
＝
対
象
団
体
の
所
有
、
レ

ン
タ
ル
、
リ
ー
ス
（個
人
所
有
含
む
） 

補
助
金
額
＝
除
雪
機
を
利
用
し
た
除

雪
作
業
1
時
間
当
た
り
５
０
０
円

（
期
間
内
の
限
度
額
30
万
円
） 

申
請
方
法
等
＝
除
雪
作
業
を
行
う
前

に
地
域
振
興
課
へ
必
要
書
類
（
地
域

振
興
課
ま
た
は
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
請
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送 

【
問
】
地
域
振
興
課
地
域
振
興
・ 

防
災
係
☎
72
・
３
１
０
１ 

 

 

募 

集 
 

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
で

講
座
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か 

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
（
長

岡
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）
で
は
、「
市
民

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
」
企
画
案
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
講
座
を
企
画
い
た
だ
き
、
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
と
協
働
で
開
催

す
る
も
の
で
す
。
人
に
教
え
た
い
得

意
分
野
を
お
持
ち
の
方
、
講
座
を
企

画
し
て
み
た
い
方
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

企
画
の
条
件
＝
①
新
規
性
、
独
創
性

に
富
ん
だ
内
容
②
チ
ャ
レ
ン
ジ
性
が

あ
り
、
企
画
者
の
成
長
が
見
込
め
る

内
容
③
１
講
座
３
回
以
内
④
平
成
２

８
年
４
月
～
９
月
ま
で
に
実
施 

申
込
＝
11
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
に
申
込

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
持
参
、
郵

送
、
メ
ー
ル
い
ず
れ
で
も
可
）。
募
集

要
項
と
申
込
書
は
、
最
寄
り
の
支
所

で
お
渡
し
し
ま
す
。（
ま
ち
な
か
キ
ャ

ン
パ
ス
長
岡
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
） 

そ
の
他
＝
ご
応
募
い
た
だ
い
た
企
画

案
を
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
運

営
協
議
会
で
審
査
し
、
最
大
６
講
座

を
採
用
し
て
開
催
し
ま
す
。
審
査
結

果
は
、
１
月
頃
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

【
問
】
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡 

〒
９
４
０
―
０
０
６
２ 

 
 

長
岡
市

大
手
通
２
―
６ 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大

手
イ
ー
ス
ト
４
階
☎
39-

３
３
０
０ 

 

暮
ら
し 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し

た
不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の

取
得
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を

行
お
う
と
す
る
電
話
、
メ
ー
ル
、
手

紙
、
訪
問
等
に
関
す
る
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
の
手

続
で
、
国
の
関
係
省
庁
や
地
方
自
治

体
な
ど
が
、
口
座
番
号
や
口
座
の
暗

証
番
号
、
所
得
や
資
産
の
情
報 

家
族

構
成
や
年
金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を

聞
い
た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
内
容
の
電
話
や
手
紙
、

訪
問
に
は
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ
た

不
審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪

問
等
に
は
十
分
注
意
し
、
内
容
に
応

じ
て
、
次
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

 

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
全
般
》 

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
（
無
料
） 

０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８ 

●
内
閣
府 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
有
料
） 

０
５
７
０
・
２
０
・
０
１
７
８ 

《
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
ご
相
談
》 

●
総
務
省 

個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
有
料
） 

０
５
７
０
・
７
８
３
・
５
７
８ 

《
不
審
な
電
話
を
受
け
た
と
き
の
相

談
受
付
》 

●
長
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

３
２
・
０
０
２
２ 
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参考）第 2 期ながおかヘルシープ

ラン策定のためのアンケート調査 

【朝食の欠食率】 

小学生：1.5％ 

中学生：1.0％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
平成 27 年度 

 与板保育園・幼稚園・小学校・中学校の子どもたちの生活習慣に関するアンケートより 

 
●朝食を毎日食べている割合 

<長岡市の同様の調査と比較> 

小学生で 3％ 

中学生で 5％ 程度低い 

 

●朝食の摂取内容 

黄色の食べ物→ほぼ 100％ 

赤のおかず→約 80％ 

緑のおかず→60％弱 

 

脳の元気の素「セロトニン」が増えるポイントの１つは、ごはんをしっかり食べることです。 

セロトニンは「アミノ酸」から生まれます。アミノ酸は、たんぱく質を食べると元気になります。 

野菜に含まれているビタミンがその手伝いをしてくれます。 

勉強や運動で力を発揮したい人は、赤のおかず     と緑のおかず    も朝食に 
しっかり食べましょう！！ 

  元気を作ろうよい食
た

  ～早寝・早起き・おいしい朝ごはん運動～             

1 火 土砂災害Ｄメールテストメール発信 

2 水  

3 木  

4 金  

5 土 
発表会（幼稚園） 
まちの駅よいた感謝祭(今年最後の営業日) 

6 日  

7 月  

8 火 
ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 
成道会（保育園） 

9 水 
地域対抗スポーツ大会年間表彰・反省会
（体育館） 
赤ちゃん体操（特設支援センター） 

10 木 
体育施設利用調整部会（体育館） 
行政相談（与板支所男子厚生室） 

11 金  

12 土 JUICY「1日早い正月事始め」 

13 日 
年末大清掃（体育館・コミセン・ふれあい交
流センター） 

14 月 健康相談（子育て支援センター） 

 

15 火 
ウィルながおか出前相談（要予約 与
板保健センター） 

16 水 
１歳６カ月児健診（三島保健センター） 
誕生会（幼稚園） 

17 木 
離乳食相談・試食会（子育て支援セン
ター） 

18 金 
ほのぼ～の☆カフェ（よいたコミュニ
ティセンター） 

19 土  

20 日  

21 月  

22 火  

23 水 天皇誕生日 

24 木 
小学校冬季休業（1/5まで） 
終業式（幼稚園） 

25 金 
幼稚園冬休み（1/7まで） 
中学校冬季休業（1/6まで） 

26 土  

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

31 木  

 

食
べ
て
い
る
割
合
（％
） 

ｱﾝｹｰﾄ回答者数 

191 人 

309 人 

181 人 

1 火 土砂災害Ｄメールテストメール発信 

2 水  

3 木  

4 金  

5 土 
発表会（幼稚園） 
まちの駅よいた感謝祭(今年最後の営業日) 

6 日  

7 月  

8 火 
ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 
成道会（保育園） 

9 水 
地域対抗スポーツ大会年間表彰・反省会
（体育館） 
赤ちゃん体操（特設支援センター） 

10 木 
体育施設利用調整部会（体育館） 
行政相談（与板支所男子厚生室） 

11 金  

12 土 JUICY「1日早い正月事始め」 

13 日 
年末大清掃（体育館・コミセン・ふれあい交
流センター） 

14 月 健康相談（子育て支援センター） 

 


